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青空と緑と産業のまち昭和町
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迷わす‘に踏み出せその一歩ガヨ董となる
「久しぶりだ、なあ.J r今何している」…・・・・・

次々と集まってくる友だちと、ひときわ歓喜に充ちた会話が始まります。
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次代を担うみなさんlこは、大きな期待がこめられています。二十歳の

若い情熱を、未来に向けて限りなく燃やしましよう。

二十一世紀は、みなさんを待っています。
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輝
〈
一

一
十
歳
の
門
出
を
祝
一
つ

昭
ー和
ー附

成
人
式

一
月
十
五
日
、
新
成
人
を
お
祝
い
す

る
式
典
が
、
町
総
合
会
館
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
昭
和
町
で
は
、
男

性
百
十
六
名
、
女
性
八
十
九
名
、
合
計

二
百
五
名
の
み
な
さ
ん
が
晴
れ
て
成
人

と
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
ス

l
ツ
姿
に
身
を
固
め

た
男
性
や
、
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
姿

の
女
性
が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
、
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
と
の
会
話
が
は
ず
ん

で
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
泉
町
長
の
式
辞
、
輿
石

教
育
委
員
長
の
激
励
の
言
葉
に
続
き
、

町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
河
西
の
小

沢
直
生
さ
ん
か
ら
『
成
人
式
を
機
会
に
、

自
分
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
、
限
り

な
い
自
ら
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。』

と
力
強
い
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
写
真
を
撮
影
後
は
、
新
成
人
代

表
者
で
構
成
さ
れ
た

「
二
十
歳
の
会
」

主
催
に
よ
る
茶
話
会
が
行
わ
れ
、
終
始

な
ご
や
か
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
の
昭
和
町
を
担
う
新
成

人
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
心
か

ら
期
待
し
ま
す
。

hv
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
小
沢
さ
ん

② 

各
地
区
で
も
新
成
人
を
祝
う
催
し
が

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
上
河
東
二

区
か
ら
、
記
念
品
の
他
、
新
成
人
個
人

の
顔
写
真
入
り
の
テ
レ
ホ
ン
カ

l
ド
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
干 成
L人
ホ豆

諸量
|入

足り
贈
三E

上
河
東
ニ
区

新
成
人
を
祝
う
催
し
は
、
各
地
区
に

お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
河
東
二
区
で
は
、
生
涯
学
習
地
域

づ
く
り
運
営
委
員
会
と
育
成
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
一
月
十
日
に
「
新
成
人
を

祝
う
つ
ど
い
」
を
行
い
ま
し
た
。
新
た

に
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
新
成
人
を

お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
い
、
平
成
元
年
か
ら
続

平成5.2.1

企集会所で仔われた「新成人を祝うつどい」

広報しようわ

一
十
歳
に
な
つ
だ
ら
あ
な
だ
も
国
民
年
金

二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
い
ら
強
制
加
人
と
な
り
ま
し
た
。
)

ろ
い
ろ
な
権
利
や
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。

-
第
二
号
被
保
険
者

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
職
場
の
年
金
制
度
(
厚
生
年
金
ま
た

つ

で

す

。

は

共

済

組

合

)

に

加

入

し

て

い

る

方

。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
同
時
に
、
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て

ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
も
の
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
、
将
来
の
老
後
の
支
え
と
し
て
大
き

.
第
三
号
被
保
険
者

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
長
い
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

一
生
の
間
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
る
配
偶
者
の
方
。

わ
か
り
ま
せ
ん
。
病
気
や
事
故
で
障
害

ま
た
は
遺
族
と
な

っ
た
と
き
な
ど
に
も

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
第
一
号
被
保
険
者

農
業
・
自
営
業
・
無
職
・
学
生
な
ど

の
方
(
学
生
は
、
平
成
三
年
四
月
か

百

第
一
号
・
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当

す
る
方
は
、
自
分
で
手
続
き
を
し
て
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
町
民
窓
口
課

国
民
年
金
係
(
密
日
1
2
1
1
1
)
ま
で



地
域
の
防
災
は
俺
た
ち
で
グ

新
春
恒
例
の
昭
和
町
消
防
出
初
式
が

一
月
十
日
、

町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
、
消
防
団
員
、
役
場

消
防
隊
を
は
じ
め
関
係
者
お
よ
そ
二
百

名
が
列
席
。
泉
町
長
の
訓
辞
、
角
野
幹

男
団
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
雨
天
の
た
め
消
防
訓
練
礼

式
・
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
消
防
団
員
の
規
律
あ

る
姿
に
、
新
た
な
る
地
域
防
災
に
対
す

る
決
意
と
、
災
害
ゼ
ロ
へ
の
願
い
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

今
年
も
押
原
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

生
徒
達
が
、
得
賞
歌
な
ど
を
演
奏
し、

hv
厳
粛
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
式

式
典
に
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
の
席
上
、
消
防
活
動
に

功
労
の
あ

っ
た
方
々
に
、
表
彰
状
・
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
甲
種
功

労
章
)

高
野
龍
二

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
乙
種
功

労
章
)

坂
本
久

窪
田
正
樹

三
谷
友
男

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰

野

沢

幸

仁

森

田

実

笹

本

信

彦

V
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

深
川
謹
一

V
南
甲
府
警
察
署
並
び
に
県
防
犯
協
会

南
甲
府
支
部
長
表
彰

輿

石

正

秀

渡

辺

税

井

上

久

雄

岩
沢
啓
吉
志
村
武
夫

V
昭
和
町
長
表
彰

井
口
芳
明
有
賀
正
幸
磯
部
克
彦

志
村
隆
今
福
輝
夫

V
二
十
年
勤
続
表
彰
(
消
防
団
員
)

角
野
幹
男

V
十
五
年
勤
続
表
彰
(
消
防
団
員
)

石
原
六
夫

V
十
年
勤
続
表
彰
(
消
防
団
員
)

志
村
武
夫

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

山
中

一

田
中
邦
彦
星
野
経
隆

田

中

仁

向

山

晃

飯

島

健

次

V
五
年
勤
続
表
彰

志

村

隆

海

野

譲

山

本

功

今

村

力

神

宮

利

光

渥

美

幸

久

林

宏

道

石

川

清

隆

金

丸

富

一

中
沢
辰
秋
長
田
信
夫

V
山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

小
林
孝

V
火
災
早
期
発
見
者
表
彰

す
久
保
田

緑

勝

村

武

萱
沼
宏
林
克
太
郎

A雨天のため町民体育館

で行われた出初式

企式典に花を添えた

押中ブラスバンド部

望
月
英
治

押
原
保
育
園
で
は
、
昭
和
六
十
二
年

の
開
園
時
に
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
組
織

九
し
ま
し
た
。
そ
の
後
今
日
ま
で
、
火
災

札
予
防
週
間
中
の

パ
レ

ー
ド
や
毎
月
定
例

仰
の
避
難
訓
練
、
地
元
消
防
団
と
の
合
同

時
消
化
訓
練
な
ど
を
行

っ
て
き
ま
し
た
o

M

こ
れ
ら
日
頃
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

む

昨
年
の
十
二
月
に
は
、
日
本
防
火
協
会

汁
か
ら
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
の
セ
ッ
ト
が
贈

比
ら
れ
、
そ
の
伝
達
式
が
押
原
保
育
園
で

財
行
わ
れ
ま
し
た
。

物

ま

た

、

十

一
月
に
行
わ
れ
た
甲
府
地

時
区
幼
年
消
防
大
会
の
席
上
で
も
、
甲
府

企
地
区
消
防
本
部
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

-
父
通
安
全
功
労
団
体
と
し
て

関
東
管
区
表
彰
を
受
賞

西
条
小
学
校

西
条
小
学
校
で
は
、
開
校
以
来
こ
れ

ま
で
八
年
間
に
渡
り
、
積
極
的
な
交
通

安
全
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
以
降
は
、
県
子

ど

も

|

自
転
車
大
会
の
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
会

2

場
を
提
供
し
、
本
年
度
の
大
会
で
は
見
成

事
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平

年
間
を
通
し
て
計
画
的
に
交
通
安
全
教
知

室
を
開
催
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
思
想

J

の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

{

こ
れ
ら
永
年
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
広

関
東
管
区
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

③

押
原
保
育
園

表

彩

状

L
W

忍

押

点

本

、

M
m
M
苛
正
月
品
一
品
ふ
誉
液
成

黄
山
執
は
さ
す
が
た
4
h
愛
央
会

連
動
を
殺
栓
釣
に
維
泊
予
吾
、
九
造

家
試
夜
九
κ
尽
み
だ
幼
績
は
き
E
K

頭
若
ぞ
あ
り
ま
ず

ご
と
正
俊
一
封
ふ
そ
来
ぷ
W
J寸

e

半
、丸

四
年
十
一
百
十
ニ

A

同

胡
問
来
意
答
申
品
局
次
上
野
浩
換

し主

制
審
喜
怒
墓
去
で
ム
鬼
彩

J 



確
定
申
告
は
お
早
め
に

今
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
(
住
民
税
の
申
告
)
が
始
ま
り
ま
す
。
商
売
や
事

業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
:
・
農
家
の
み
な
さ
ん
:
・
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

ま
芝
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
、
年
末
調
整
、
か
済
ん
で
い
る

方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
制
で
す
、
か
、
毎
年
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
役
場
や
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、
か
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間

違
つ
だ
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

6日2月1
5日---3月1
. 

申
告
に

持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
謄
本
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書

・
内
訳
書
の
控
え

:
・
必
す
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

• 
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

-
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

-
給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

-
給
与
を
二
カ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
な
ど

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

一
年
間
の
給
与

収
入
が

一
千
五
百
万
円
以
下
の
人

は
、
通
常
、
年
末
調
整
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
確
定
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん。

し
か
し
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

-
マ
イ
ホ
ー
ム
を

ロ
l
ン
な
ど
で

所
得
し
た
場
合

-
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
・
災
害
や
盗
難
に
あ

っ
た
場
合

-
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

2

し

て

い

な

い

場

合

郎

・
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除
平

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
わ

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

β

-
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
ル

泉
徴
収
票
の
添
付
を
忘
れ
ず
砕

・
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

-
還
付
申
告
を
す
る
時
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
以
下
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④ 

※
確
定
申
告
を
し
な
い
人
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
包
苅

1
2
1
1

1
内
線

m-m)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い。

周
年



平成4年分

--一一一一一一一ー--
申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、町・県民税の

申告受位相談は、土曜・日曜を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ、

さい。申告はお早めに/

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

西条一区 2月16日閃

西条二区

清水新居 2月19日告白

8jg 

西条新田
2月22日目) 午前 手口

押 越 町

河 東 中 島
9時

2月26日働
役

紙漉阿原 場

築地新居 一

飯 喰
3月 1日目) 階

午後
ホ河 西

上河東
3月5日働 4時

ル

上河東二区
3月B日目)

その他
3月12日閣

(予備日)
3月15日目)

o.間違いのない

申告をするためには

A.青色申告をすると間違いのな

い申告ができます。ぜひご利用

ください。 九
l¥ム/

骨~

司・・・・ー

A.事業所得、不動産所得のある

方は収支内訳書の提出が必要です。

o.白色申告の人は

し

さ

訳

一

を

伺

内

一

五

口

一

「
I

コ
h-i
っ

樹
党

阪

一

転

て
丑

二
靖
二

重

態

襲

車

問

で
か

び

一

涼

一
室

ご
a
E
二

au
幽沼

Jah
畠

mm

口

署

及

一

7J
一

、
去

二
乱
肱

二

窓

務

書

一

以

一

レ
ザ
-

二
日日
F

二

課

税

告

↑

ジ

ソ

一

ヲ行、

二
阿
サ

二

務

、

申

。

一

己

一

ドヨ凶

二一

回
個

二一

O
日
に

一
度

必

ず

か

わ

そ

う

親

子

一

税

場

定

い

↑

足

、

.M
一

.ピハ

二
の

二

の

会

話

一

に

役

確

さ

一

場

〉

一

1
二

G
二

初

、

の

だ

一

恥
U
U

一

σ
一

1
i

一一

h
M
二

上

河

東

佐

野

加

奈
子

最

定

年

く

…

手

一

一

I

二

泊

二

、

ま

昨

参

一

恒

一

口

昨

十一

た

二

。
人
の
道
親
の
背
中
が
道
し
る
べ

一

は

。

、
持
…

l
j
一

三

一一

M
M
=

紙

漉

阿

原

清

水

博

文

一

際

い

書

ご

一

産

む

一

任

t

三
伊
ん

二

の

さ

告

す

一

健

一

オ

士

記

二

。
さ
し
の
べ
る

子
の
ぬ
く
も
り
を

庁

だ

申

必

一

位

1

一

ま
乃

二
省
『

二

ど
の
子
に
も

一

来

く

だ

を

一

ォ

一

-

一

づ

二

次

=

※

て

れ
書
一

h
y
一

亘

定

二

d
d
二

西

条

二

区

河

西

忠

則

…者一町
一

千

二
青

二

0
思
い
や
り
良
い
子
は
育
つ
地
域
一

一

三

一

仁

仁

の

輪

一
紙

漉

阿

原

清

水

博

文

青
少
年
の
た
め
の
昭
和
町
民
会
議
の

。
ち
ょ

っ
と
ま
て
非
行
の
芽
か
ら

事
業
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
の
た
の
が
れ
る
勇
気

め
の
標
語
を
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募

押

越

深

津

勝

也

一
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
関
係
者
の

O
少

年

の

心

を

育

む

奉

仕

の

子

一

ご

尽

力

に

よ

り

百

四

十

点

の

応

募

が

あ

押

越

望

月

朝

徳

-
り
ま
し
た
。
運
営
委
員
十
二
名
で
慎
重

O
町
ぐ
る
み
蒔
く
な
伸
ば
す
な
非
一

に
審
査
し
た
結
果
、
次
の
十
一
点
の
優
行
の
芽

…

秀
作
品
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
条

一
区

中

沢

総

美

一

百
四
十
点
の
標
語
は
す
べ
て
大
人
が

。
う
ち
の
子
よ
そ
の
子
区
別
な
く
み
一

青
少
年
に
願
う
内
容
や
、
ま
た
大
人
自
ん
な
で
見
守
る
地
域
の
輪

一

身

が

青

少

年

の

た

め

に

ど

う

在

ら

ね

ば

河

西

池

田

孝

子

'
な
ら
な
い
か
と
い
う
姿
勢
な
ど
が
凝
縮

。
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
家
庭
の
あ
一

l

一
し
て
お
り
、
地
域
の
方
々
が
真
剣
に
考
た
た
か
さ

一
2.

一
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

河

東

中

島

赤

津

春

雄

一

郎

現
在
の
青
少
年
は
、
二
十
一
世
紀
の

O
考
え
よ
う
遊
ぶ
時
間
と
遊
ぶ
場

一
平

一
使
者
だ
と
言
わ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

そ

所

一

わ

の

使

者

を

立

派

に

送

り

出

す

義

務

が

地

河

東

中

島

嶋

崎

喜

人

一

ゆ

域
の

一
人
ひ
と
り
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

O
あ
い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
親
子
は

一

則
ふ
古
寸

幸
せ
家
族

一

広

〈
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
渡
辺
孝
〉

河

東

中

島

鷹

野

敏

夫

一

⑤

自分自身に

所得税ガ | 住民税が

かからない|かからない

かからない | かかる

かかる

商冨~

かかる
H官雲

夫の所得から

ー配偶者控除ガ

受けられる

受けられる

受けられない

J¥ートや内職

の収入

99万円以下

99万円超
100万円以下

旬O万円超



網の目キャラパン

圏運・瞳害者の+年

最終年記念

キャンペーン

lu 

東
刷
果

一一結

J
J

河
ル
、
戦

酌

上

勧

山
J

¥ママ

第
十
六
回
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
が
、
昨
年
十

一
月
町
民
体

育
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

A
リ

ー
グ
の
優
勝
は
四
勝
一
敗
の
上
河
東
二

区
チ

l
ム、

B
リ
l
グ
の
優
勝
は
五
戦

...泉町長にメッセージが手渡されました。

昨
年
は
、
国
連
・
障
害
者
の
十
年
の

最
終
年
に
あ
た
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
全
県
下
の
市
町
村
網
の
目
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

障
害
者
対
策
の
諸
課
題
解
決
と
今
後
の

「完
全
参
加
と
平
等
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
国
連
事
務
総
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
県
知
事
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
各
市
町

村
長
に
伝
達
す
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
す
。

十

一
月
十
二
日
同
峡
中
地
区
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
は
、
郡
社
協
会
長
の
森
川
玉
穂

町
長
の
指
揮
の
も
と
、
障
害
者
関
係
役

員
と
車
椅
子
の
障
害
者
一
行
十
二
名
が

五
台
の
車
で
隊
列
を
組
み
、
郡
下
十
一

町
村
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
し
て
、
夕
方
五
時

に
昭
和
町
に
到
着
し
ま
し
た
。

郡
身
障
福
祉
協
議
会
小
林
副
会
長
、

町
身
障
福
祉
協
議
会
松
木
会
長
、
昭
和

町
社
協
萩
原
事
務
局
長
、
車
椅
子
の
障

害
者
河
田
さ
ん
他
は
、
泉
町
長
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
手
渡
し
て
懇
談
し
ま
し
た
。

全
勝
の
上
河
東
チ
ー
ム
で
し
た
。
入
れ

替
え
戦
で
、

A
リ
l
グ
の
押
越
チ

l
ム

に
勝
っ
た

B
リ
l
グ
優
勝
の
上
河
東
チ

ー
ム
は
、
次
の
大
会
か
ら

A
リ
l
グ
に

昇
格
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

6 5 4 3 2 1 

す甲 西 西 j可 高氏 上 A 

条 条 漉 東i可
1;可

越 区 区 西 原 区 ク。

飯 清 西 j可 築 上 B 

水 条 東 地
j可

新 来庁 中 新

日食 居 間 島 居 東 グ

図
書
館
は
い
つ
も
地
域
の
方
々
の
身

近
な
施
設
で
す
。
図
書
館
を
知

っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん
の
交
流

の
場
と
し
て
お
ま
つ
り
を
聞
き
ま
す
。

と

二

月

十

三
日
出

昭
和
町
立
図
書
館

き

と
ニ
ろ

催
し
物

午
前
の
部
(
十
時

1
正
午
)

-
人
形
劇

「
三
ま
い
の
お
ふ
だ
L

「子
ぎ
つ
ね
コ
ン
と
子
だ
ぬ
き
ポ
ン
」

午
後
の
部
(
一
時
三
分

1
三
時
一
言
分
)

・
図
書
館
利
用
優
秀
地
区
表
彰
式

-
講
演
山
村
正
光
氏
(
山
岳
家
)

「甲
府
盆
地
か
ら
み
え
る
山
々
L

展
示
会

「心
に
残
る
わ
た
し
の
一
冊
」

利
用
者
が
す
す
め
る
本
約
五
十
冊

貸
出
し
冊
数
隠
金
園
の
同
様
の

町
立
図
書
館
で
第
=
替
固
で
す

町
立
図
書
館
は
、
今
年
の
七
月
で
満
万
五
千
人
以
下
の
町
立
図
書
館
の
中
で

三
歳
に
な
り
ま
す
。
幼

児

か

ら

お

年

寄

は

二
番
目
の
順
位
で
す
。
本
年
は
じ
め

り
ま
で
、
誰
も
が
本
に
親
し
み
、
く
つ
て
の
開
館
日

一
月
六
日
に
は
、

一
日
の

ろ
げ
る
場
所
と
し
て
み
な
さ
ん
に
利
用
貸
出
し
が

一
千
四
百
八
十
四
冊
と
こ
れ

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
図
書
館
を
ま
で
の
最
高
の
貸
出
冊
数
で
し
た
。

利

用

さ

れ

る

方

は

町

内

の

方

だ

け

で

な

町

立
図
書
館
が

一
年
間
に
貸
出
し
た

く
、
周
辺
の
竜
王

・
田
富
・

玉
穂
町
を
資
料
を
、
も
し
町
民
の
み
な
さ
ん
が
購

は
じ
め
他
市
町
村
の
利
用
者
も
大
勢
い
入
し
だ
と
す
る
と
、
ど
の
く
ら
い
の
金

ま
す
。

額
に
な
る
で
し
ょ
う
。
本
の
平
均
単
価

貸
出
し
の
多
い
理
由
は
、
図
書
資
料

二
千
七
百
四
十
六
円
(
出
版
年
鑑
に
よ

購
入
費
が
年
間
一
千
七
百
万
円
あ
り
、
る
)
に
、
年
間
貸
出
し
冊
数
を
か
け
て

新
し
い
本
や
、
み
な
さ
ん
が
希
望
さ
れ
み
る
と
、

三
億
七
千
九
百
五
十
一
万
円

る
本
が
十
分
に
購
入
で
き
る
か
ら
で
は
に
な
り
ま
す
。
図
書
館
の
年
間
経
費
五

な
い
で
し

ょ
う
か
。

千
四
百
万
円
を
差
し
引
い
て
も
、

三
億

昨
年
度
の
貸
出
総
冊
数
は
十
三
万
七

二
千
五
百
万
の
額
の
税
金
を
町
民
の
み

千
三
百
六
冊
で
、
県
内
で
は
石
和
町
に
な
さ
ん
に
お
返
し
し
た
こ
と
に
な
り
ま

次
い
で
二
番
目
で
す
。
全
国
の
人
口

一

す
。
町
民

一
八
当
り
で
は
、

二
万
五
千

ふ
フ
月
の

お
す
す
め

図
書

【
一
般
図
書
}

O
男
の
流
儀

諸
井

薫
日
本
経
済
新
聞
社

。
壁
の
花
の
バ
ラ
ー
ド

赤

川

次

郎
日
本
経
済
新
聞
社

。
噴
野
の
妻

三
浦

哲

郎

O
間
り
の
あ
と

笠

原

淳

O
迷
宮
都
市

ブ
ル

ッ
ク
ス

{
児
童
図
書
】

。
超
体
感
地
球
ゲ

l
ム

川

北

亮

司

く

も

ん

出

版

。
な
い
し
ょ
に
し
て
ね

末

吉

暁

子

文

渓

堂

。
声
援
が
き
こ
え
る

山

県

喬

P
H
P
研
究
所

。
に
ら
め
っ
こ

杉

田

豊

O
北
か
ら
南
か
ら

ス
ラ
ト
コ
フ

講
談
社

庁
間
土

令
事
q
U市
什

4イル

福
武
書
庖

講
談
社

福
音
館
書
庖

四
百
円
に
、
一
世
帯
当
り
で
は
、

五
千
八
百
円
に
な
り
ま
す
。

図
書
館
で
は
、
あ
な
た
の
求
め
て
い

る
本
や
見
た
い
ビ
デ
オ
に
出
会
え
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

⑥ 平成5.2.1広報しようわ

七
万
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zrth二也・3屯
シリーズ

下水道 ⑪
 

受益者負担金

今
年
四
月
の
下
水
道
一
部
地
域
(
上

河
東
、
上
河
東
二
区
・
河
西
の

一
部
)

の
使
用
開
始
に
向
け
て
、
シ
リ
ー
ズ
十

一
回
目
の
今
回
は
『
受
益
者
負
担
金
』

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

制
度
と
は

下
水
道
が
完
備
す
る
と
、
浄
化
槽
な

し
で
水
洗
ト
イ
レ
の
使
用
が
可
能
に
な

り
、
台
所
、
風
呂
、
便
所
な
ど
の
排
水

は
衛
生
的
に
排
除
で
き
て
、
家
の
中
は

い
つ
も
快
適
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
事
業
は
下
水
道
管

の
布
設
や
処
理
場
の
建
設
に
巨
額
な
費

用
と
長
い
工
事
期
間
を
必
要
と
す
る
う

1 m2
あたり
310円です

165m (約50坪)の

土地所有者の場合

310円 x165m 

=51.150円

負担金は、その土地に対して

一度だけのものです。

負担金額は?え
、
下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と
異

な
り
、
そ
の
利
益
を
受
け
る
人
た
ち
は
、

下
水
道
の
で
き
た
地
区
の
人
た
ち
だ
け

に
限
ら
れ
る
施
設
で
す
。
こ
う
し
た
施

設
の
建
設
に
町
の
税
金
を
充
て
る
と
す

る
と
、
下
水
道
の
な
い
地
区
の
人
た
ち

に
は
不
公
平
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
そ
こ
で
、
下
水
道
の
完
備
に
よ
っ
て

利
益
を
受
け
る
人
た
ち
に
建
設
費
の
一

部
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
、
負
担
の
公

平
を
図
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
建
設

を
促
進
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
『
受

益
者
負
担
金
制
度
』
で
す
。

負担金を納めていだだく方は

下水道が整備される区域内に土地を持ってい

る方が負担金の対象者(受益者)となります。

ただし、区域内の土地を借りている地上権者、

借地権者、質権者は、その権利者が受益者とな

ります。一時使用の場合は該当しません。

磨重吾…B
家屋所脅者h ・8

晴〕
土地所育者一.A

納める人…A納める人… B

家屋所育者…B

納める人…A

土地所育者...A

納める人… B

負担金の納付方法は?
負担金は、その土地に対して一度だけのもの

です。納付方法には、分割納付と 一括納付があ

ります。

分割納付

5年に分け、さらに 1年を 4期に分けて、計

20回の分割で納めていただきます。

第一期 6月 1日から 6月末日まで

第二期 8月 1日から 8月末日まで

第三期 10月 1日から 10月末日まで

第四期 1月 1日から 1月末日まで

一括納付

全額一括あるいは 2年分、 3年分一括して納

めていただく方法で、一括納付に対する報奨金

が交付されます。

一括納付報奨金計算式

(負担金一第 1期納入金額)x報奨率

(10円未満は切り捨てます)

一括納付報奨率

(例)土地が約50坪で負担金が 51，150

円の場合

5年分一括納付の報奨金の計算

(51，150円-3，650円)X19.3% =9，160円

負担金が51，150円の場合、負担金を一括

納付していただくと、 5年に分けて分割納付す

る場合に比べ 9， 1 6 0円お安くなります。

平成5.2.1⑦広報しようわ



5P~巨摩郡駅伝大会
壮年の部 h 第三位

いっしょに走りませんか

はっびいたいむ

陸上部昭和体協

今
月
は
、
昨
年
の
十
二
月
に
行
わ
れ

だ
中
巨
摩
郡
駅
伝
大
会
・
壮
年
の
部
で

見
事
第
三
位
に
入
賞
し
た
昭
和
体
協
・

陸
上
部
を
紹
介
し
ま
す
。
部
長
の
山
田

さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
だ
。

昭
和
体
協
・
陸
上
部
の
年
間
の
大
き

な
活
動
は
、
五
月
の
ス
ポ
レ
ク
マ
ス
タ

ー
ズ
陸
上
・
七
月
の
中
巨
摩
郡
体
育
祭

り
・
九
月
の
山
梨
県
体
育
祭
り
・
十
二

月
の
中
巨
摩
郡
駅
伝
大
会
へ
の
参
加
で

B
E圃
す
。
部
員
個
人
と
し
て
は
、
白
根
桃
源

叫

a司圃
郷
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し

広

一

い
ま
す
。

、
ん
圃

昨
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
第
二
十
七

，U
園

田
中
巨
摩
郡
駅
伝
大
会
・
壮
年
の
部
で

草

は
、
十
人
で
編
成
さ
れ
た
壮
年
チ
l
ム

.υ
・

が
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
第

一
区

，
内
圃

で
は
紙
漉
阿
原
の
田
口
高
信
さ
ん
が
見

'
島
田

事
区
間
賞
を
と
り
ま
し
た
。

，‘!
'
F

こ
の
よ
う
な
陸
上
部
で
す
が
、
今
年

.
4
-
度
の
昭
和
体
協
へ
の
登
録
部
員
数
は
十

-

一
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
大
会
の
直
前
に

圃

選
手
と
し
て
お
願
い
し
、
大
会
が
終
わ

る
と
そ
の
ま
ま
交
流
も
な
い
状
態
で
し

た
。
七
人
で
チ

l
ム
が
編
成
さ
れ
る
中

巨
摩
郡
駅
伝
大
会
・

一
般
の
部
に
は
、

こ
こ
数
年
選
手
が
集
ま
ら
ず
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
す
。
今
ま
で

活
躍
し
て
き
た
選
手
の
ほ
と
ん
ど
の
人

が
壮
年
の
年
齢
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
主
な
原
因
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

若
い
人
に
も
町
の
代
表
選
手
と
し
て
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

陸
上
競
技
は
、
個
人
種
目
的
な
要
素

が
強
い
競
技
で
す
が
、
成
績
や
個
人
の

精
神
的
充
実
感
ば
か
り
で
な
く
、
健
全

な
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
来
年
度
か
ら
新
し
く
部
員

を
、
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
部
費
も
月
々
五

百
円
ほ
ど
徴
収
す
る
予
定
で
す
。
い
っ

し
ょ
に
走

っ
て
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
参
加
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

。
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

山
田
秀
才
(
合
万
ー

2
5
5
7
)

企郡駅伝大会・壮年の部で活躍した選手のみなさん

首:l |計rrポ荒市市;;i市清(lff点(ff点点叩ff目点l!l(l;l柑(lP(p?
くるみ 5個

砂糖小さじ 1--2 
こしよう少々

-作り方

① さつまいもは 1cm角に切り30分水の中につけておきます。

② レーズン、くるみはきざみます。

③ さつまいもをゆでて、ょくさましてから、くるみ、レーズ

ンを混ぜます。

④ ソースは、材料をよく合わせて作り、まんべんなくかけ

ます。

さ
つ
ま
い
も
の

ス
キ
ム
サ
ラ
ダ

レーズン大さじ f

ぬるま湯 100cc
塩小さじ1/4

-材料 (4人分)

さつまいも中 2本

ソース

スキムミルク 40g
レモン汁 112個分

栄養改善推進員

平田洋子さん(築地新居)

|ちょっと一言 | 
レーズンゃくるみのかわりにくだも

のを入れてもおいしいです

初棒 高穴 手蕗 主馬 部系エ 社旅 持 鍵 笹短 F章り 短日 冬紅 高靖 えの 事岳丘 日竜 干'J]干刀
仁二二コ富道 きま をの の小 屋梅 塘を てし 鳴日

紅葉散葉
々 国 短胆 霞明

士の よど 振と 寝屋

芋言?士を守二 容行好に〈

余す かと
きを 身 の とて 雷と やの さり

を轍 り L、 りつ 間も や日 の歯 ノ〈る
居鳥 大ふ

パ言 闇- I:J" イ士
--.，.. 

真は 滝 鍬 ずま 通画 酉E隠 ヨム且Eι ~、召、、 手科 ス箱 に茎 し草 にーー
向 荒 の入 見だ

い戸 廊も りし 園長 順医 を根 のき 卜も 曇 玄 あも 、
L 、り しれ 送戎 残て はき にの j弗往 あ境 の常 め関 ぐそ つ命き ぶ 式 る は 小 錬 セ ネ り冬 よ村 慣低 か 時 り印 イ士の くに ね つ

名木 き の イ中ど き瓦 れの しの くを れき しを ての 事ー 通壁 てと ほ雄「 実の
や 塩 のに く よ ゃ 日

梨花町へ 日過 て 治 て忍 笹餅
たま 病十

夜一
師の 妻厨

心ま 冬幼 j手寒

屠生よf 
帰を 当 ぐ 十療 天~~;' 子を の つ 、

大落
買葵 いて 帽な 薮菩 日 り L、 か出 り ー-一-4E:‘p 城音 鳴買 替ニ 列な

標墓 つLー でコ 子治、 和 来れ なる て 月 越 くう え月 し
ど 7 り ばて え る

俳
薬 中

内藤
行ムロ司 塩 輿 ;司 長 一 磯 伊ー 井 雨

句袋 j尺 野 田 石 田 田 j尺 ;頼 きF 藤 上 rる~ 

，与ゐ ム1 そ 百 ま
イ斗4じ- 静 久 麻 だ 好 の ぷ1:1入 ~ 、‘ 春 -'!. ネし 仁二二コ
オ支 イミ d、ぇx、 枝 子 イミ 子 子 子 二15AE2二 与 2エ 2エ 孝

⑧ 平成5，2，I 広報しようb



赤・ぢ .~.fu. 議E ・生

ゅうり

松野結璃ちゃん

• H4. 1. 14生(J二河東二区)

・(父)久光・(田)恵

はな

湯村波奈ちゃん

・H3.6. 27生(西条二区)

・ (父)晴美・(白〉尚美

かずなり

遠藤一成くん

・H3.7. 29生(河西)

・(父)勝博・(宙)久見子

わが家の「結璃J もう 1:才。とても明

るく色白娘です。お兄ちゃんlこいじめら

れていますが、これからも素直で優しい

子に育って欲しいと願っています。

岬wa“緒句“:)tJ崎aw民銅胞団止~地説肱温州

ちょっとおませな波奈。いつも明るく、

みんなを楽しませています。みんなに愛

されるような人に育ってね。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
圏
苅

1
2
7
?
?
)
ま
で
打

女症状がない
のが症状

山梨医科大学助手

第一内科

医l宮古lメl

や圃曲場....... 凋町南~‘配也胴・略取量似

あ
る
説
明
会
の
時
の
こ
と
で
す
。
「
私

は
何
も
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は

り
肝
臓
に
つ
い
て
検
査
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?
」
と
質
問

を
受
け
、
が
っ
か
り
す
る
と
同
時
に
そ

う
い
う
も
の
か
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

某
地
区
の
保
健
婦
さ
ん
に
最
近
特
に
話

題
に
な
る
こ
と
の
多
い
「
C
型
肝
炎
に

つ
い
て
」
の
説
明
を
依
頼
さ
れ
、
数
多

く
の
ス
ラ
イ
ド
で

C
型
肝
炎
に
つ
い
て

概
説
し
、
特
に
「
肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
」

と
い
わ
れ
て
寸
自
覚
症
状
に
乏
し
い
の

が
肝
臓
病
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
」
を
力

説
し
、
さ
ら
に
そ
の
一
例
と
し
て
全
く

症
状
が
な
く
人
間
ド

ッ
ク
で
ご
く
軽
度

の
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
入
院
精

査
し
た
結
果
、
肝
硬
変
症
と
診
断
し
た

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
し

た
直
後
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

近
年
の
肝
臓
病
研
究
の
進
歩
は
目
覚

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
特
に

C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

研
究
は
、
遺
伝
子
工
学
的
手
法
に
よ
り 吉規

C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
遺
伝
子
構
造
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
以
来
わ
ず
か
二

l
三
年

の
間
に
飛
躍
的
に
進
歩
を
と
げ
、
最
近

で
は

C
型
慢
性
肝
炎
の
患
者
さ
ん
に
抗

ウ
イ
ル
ス
剤
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ

ン
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
治
癒
が
期

待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
の
考
え
方
は
そ

う
変
化
す
る
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

問
題
と
な
る
自
覚
症
状
が
な
い
場
合
、

「
自
分
は
健
康
で
あ
る
」
あ
る
い
は
「
肝

臓
病
で
あ
る
は
ず
が
な
い
」
と
考
え
ま

す
。
検
診
で
肝
機
能
異
常
が
あ
る
と
い

わ
れ
た
人
も
「
症
状
が
な
い
の
で
心
配

な
い
、
詳
し
く
検
査
す
る
必
要
が
な
い
し

宮崎

一
平
成
四
年
十
二
月
一
日
j
三
十
一
日

一
ま

で

の

届

出

(

叡

称

略

)

一

女

お

誕

生

会

一

(
)
内
は
保
護
者

一
①
西
条
ニ
区
マ
古
屋
良
太
(
幸
司
)

一
マ
依
田
航
大
(
和
重
)
①
清
水
新
居

一
マ
飯
島
優
(
申
竺
乙
①
西
条
新
田

一
マ
立
川
佑
菜
(
勝
雄
)
①
押
越

マ

一
伊
藤
大
樹
(
英
男
)
マ
遠
藤
将
大
(
哲

一
也
)
①
河
東
中
島
マ
山
本
優
希

.

(
正
)
①
紙
漉
阿
原

と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

肝
臓
は
か
な
り
の
余
力
を
有
す
る
臓

器
で
あ
り
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
症
状

が
出
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
か
ら
は
診
断

不
可
能
で
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
定

期
検
診
を
受
け
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、

ま
た
検
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
れ
ば
さ

ら
に
精
査
し
て
確
実
な
診
断
を
し
、
必

要
に
応
じ
て
治
療
を
行
う
べ
き
な
の
で

す
。
使
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
は
あ
り
ま

す
が
、
肝
臓
病
は
「
症
状
が
な
い
の
が

症
状
」
な
の
で
す
。

企
画
/
財
団
法
人

里
仁
会

マ
松
井
謙

一

マ
三
井
里
紗
(
勝
広
)

一

ご

結

婚

・

①
西
条
ニ
区
マ
内
田
聖
二
・
保
坂

.

①
清
水
新
居

マ
五
味
隆
・

一

マ
井
上
幸
久
・
伏
見
昌

一

マ
畑
野
陽
一
郎
・
杉

一

マ
井
口

一

わ

マ
山
本

一

5
一
し

一
報

一
広

.一

⑨

マ
五
味
七
虹

(
孝
至
)
①
築
地
新
居

汰
(
秀

一
)‘' 

静
子

平成5.2.1

清
水
万
里

子

①
押
越①

築
地
新
居

山
寿
美

仁
・
武
井
智
子

光
徳
・
小
林
洋
子

①
河
西
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
に

新
し
く
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
予
定
者
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
、

就
学
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
通
知

書
の
右
側
に
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
受
け
と
っ
た
方
は
請
書
を
教

育
委
員
会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
受
け
と
っ
て
な
い
方
は
、
町
教

育
委
員
会
(
包
万
1
3
7
3
7
)
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
五
年
度

小
・
中
学
校
入
学
予
定
者
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
が
通
信
制
高
校
で
す
。

勉
強
す
る
内
容
は
、
全
日
制
・

定
時
制

と
全
く
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的
に
入

町
教
育
委
員
会
で
は
、
ソ

フ
ト
バ
レ

二
学
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特

ー
ボ
ー

ル
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
二

定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
健
康
二
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
持
と
親
睦
の
た
め
に
も
、
友
人
を
二
口
募
集
期
間

三
月
一
日
l
四
月
十
三

誘
っ
て
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

二

日
入
学
式
四
月
十
八
日
(
日
)

O

日
時

二
月
二
十
・

二
十
七
日
(
土
)
=
口
出
願
場
所

県
立
中
央
高
校
通
信
制

午
後
七
時
三
十
分
1
九
時
三
十
分

二

甲
府
市
飯
田

(
g
m
l
4
4
1
1
)

0
場

所

町

民

体

育

館

二

口
出
願
資
格

O
お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
、
町
教
育
二
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

委
員
会
(
岱
万
1
3
7
3
7
)
ま
で
二
・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上
の

お
願
い
し
ま
す
。

学

力
が
あ
る
と
学
校
長
が
認
め
た
人

働
附
胤
品
開
)

ソ
フ
トバ

レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

早
春
、
さ
わ
や
か
で
躍
動
感
に
満
ち
た
言
葉
の
ひ
び
き
。
冷
た
い
北
風
の
中
か

ら
春
の
女
神
が
呼
ん
で
い
る
。

さ
あ
、

若
人
た
ち
よ
/
・
こ
の
と
き
め
き
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
な
。

昭
和
町
結
婚
相
談
所
で
は
、

『若
人
早

申
込
み

二
月
二
十
六
日
(
金
)
ま
で
に
、

春

ふ

れ

あ

い

パ

ス

の

旅

』

を

開

催

い

た

電

話

ま
た
は
直
接
お
申
込
み

し
ま
す
。

町
内
在
住
の
独
身
男
性
の

ご

く

だ

さ

い
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ

日

時

三
月

十

四

日

(

日

)

て

い

た

だ

き

ま

す

。)

対

象

者

独

身
男
女
各
二
十
五
名

O
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
、
コ

l
ス
、
時
間

町
内
か
ら
は
男
性
に
限
る

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
別
途
参
加
者

内

容

楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

け
た
日
帰

り

パ

ス

旅

行

・

申

込

み

先

昭
和
町
結
婚
相
談
所

参
加
費
男
性
五
千
円
(
町
内
者
の
み
)

(社
会
福
祉
協
議
会
内
)

女
性
三
千

円

(

町

外

者

の

み

)

包

万

|
0

6
4
0

運5
1 信z
量制 寝
室園 ら

募 校

集

お
詫
ひ
と
訂
正

広
報
し
よ
う
わ

一
月
号

「ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
る
募
金
」
の
記
事
の
中

で
、
西
条
小
学
校
と
押
原
小
学
校
の
写

真
が
反
対
で
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町内奈通事故

仁発生件数コ

「気をつけて

朝の一言 忘れずに

==12月分--

件数 |負傷|死者 |

????|20人 I0人
告lff|(一 1)IC土0)

( )内は、前月比
(西条・押原駐在所調べ)

技
術
、
体
力
、
好
奇
心
、
趣
味
、
熱

音
山
、
ロ
マ
ン
:
:
:
あ
な
た

の
持
っ
て
い

る
も
の
は
す
べ
て
パ
ワ
ー
で
す
。

惜
し
み
な
く
放
つ
パ
ワ
ー
を
明
日
の

人
づ
く
り
・
町
づ
く
り
へ

O
対

象

町

民

一
般

二
十
名

O
申
込
み
町
教
育
委
員
会

(
宮
市

|

3
7
3
7
)
ま
で

O
募
集
期
間

二
月
十
日
l
二
十
五
日

あ
な
た
の
「
パ
ワ
|
」
を
求
め
ま
す

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

参
加

νて
み
ま
世
ん
か

若
人
早
者
ふ
れ
あ
い
パ
ス
の
旅

亘豆つ

平成5年度県政モニター
県では、県民のみなさんの自 由で清新なご意

見を県政に反映させるため、県政モニターを募

集します。

砂応募資格 県内にお住まいの20歳以上の人。

ただし次の人は応募できません。

①地方公共団体などの議員

②常勤の国家公務員、地方公務員

③過去に県政モニターの経験のある人

砂募集人員 130人(応募者の中から選考させて

いただきます。)

惨募集期間 1月4日(月)から 2月10日休)まで

砂任期 1年

砂応募方法 官製はがきに、郵便番号・住所・

氏名(ふりがな)・生年月日・年齢・性別・職

業(具体的に)・電話番号を明記し、峡中地方

振興事務所(干400 甲府市丸の内 1-6 -1 

ft37-1912)へお送りくださ ¥')0

砂詳しくは 峡中地方振興事務所または県広聴

広報課 (ft35-7259) まで。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
昭
寿
荘
で

は
、
痴
呆
棟
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
増
床
に
よ
り
、
職
員
を

募
集
し
て

い
ま
す
。

O
採
用
人
員
寮
母
・
調
理
員
・

看
護

婦
・
事
務
員
各
一
名
づ
っ

O
採
用
予
定
日
四
月
一
日

O
給

与

地
方
公
務
員
に
準
ず
る

O
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
昭
寿
荘

(
宮
内

5
5
5
1
)
ま
で

t内

草色
ー~ .，..、

a刀天恩
二↑e
可ム

経

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った

11月介の医療費は、約3，013万4千

円です。(前年同月比5.9%の増)

病気の予防は、早

イ争 時王朝月守

的1Zlm以ぷふろL
654!恨 み、医療費を大切

に使いましょう 。

広報しようわ平成5.2.1 ⑬ 
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生
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保一
手し 児 健 康 霊ロ会ジ 査

受イ寸時間及び地区 該当児 場所

午後T時00分--1時30分
平成 4年 7月 川J、公心、

(押原地区)

午後T時30分--2時00分
出生児。 ρ口、

(常京地区) メ~

午後2時00分--2時30分 平成 4年10月

(西条地区) 出生児。
官官

受付時間及び地区 |該当児|場所

実施日

2月9日

(火)

実施日

午後T時00分--1時30分
(押原地区) 平成 4年 1月 。川、，公仏、

2月10日 I午後1時30分--2時00分 出生児。 β口、

(水) I 常京地区)

午後2時00分--2時30分 平成 4年 3月
メ~、

(西条地区) 出生児。 官官

|西条地区 |西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区|押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区|

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科模診

実施日 2月24日(水)

受付時間午後T時--1時30分
場 所 総 合 会館

該当児平成 4年10月 1日-11月30日までの出生児。

持ち物母子手 帳

飼えなくなつだ犬猫収集日

日 時 2月5日・ 19日(金)

午前10時50分--10時55分
場 所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り主すをしてください。

企昨年出演していただいたみなさんです。

実施日 2月25日(木)

受付時間午後?時--1時30分
場 所 総合会館

該当児平成 3年 6月1日~平成 3年 7月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子子帳・ 1歳 6か月児健診質問票

因子手帳受付及とト般健康相談日

日時 2月5日(金)・ 15日(月)・ 26日(金)

午前9時~竹時30分
場所総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい

ますので、お気軽にお出かけください。

2 歳児歯科横診

実施日 2月23日(火)

受付時間午後1f時--1時30分
場 所 総合 会館

該 当児 平成2年10月1日~平成3年1月31日までの出生児。

持ち物母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ。

5 歳児健康診査

実施日 2月18日(木)

受付時間午後T時--1時30分
場 所総合会館

該当児昭和62年11月 1日~昭和63年 1月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子手11長・ 5歳児健診質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきください。

昭和晦が

テレビ山梨に出演

⑪広報しょうわ平成5.2.1



FEBRUARY 

土 Saturday

6 i 
Friday 

きさらぎ

如月

金
二
日

z1< Wednesday I木 Thursday

3百 14露
節分・豆まき |立春

2月のこよみ
A
U

一
u
一

T
E

一一
大
安

火一

2

平成 5年 (1993年)

月 Monday

1 ~ム滅
BSunday 

31芸

役場開庁飼えなくなった犬・
猫の収集 日
母子手帳交付及ぴ

一般健康相談
(総合会館)

行政相談(中央公民
館午後 l時一)

心配ごと相談(総合
会館午後 I時-)

手話講習会
(総合会館)

成人病予防週間

図書館・

プール休館日
リハビリ教室

(総合会館)

13強12i 11奇
置建[i]記念の日

10露9百8室
こと始め・針供養

7仏)E設

北方領土の 日

役場開庁
図書館まつり

(町立図書館)
結婚相談(総合会館
午後 1時-3時)

総合会館

温泉定休日
図書館・
プーjレ休館日

心配ご と相談(総合
会館午後 1時-)
乳児健康診査

(総合会館)

手話講習会
(総合会館)

乳児健康診査
(総合会館)

図書館 ・

プ-)レ休館日

総合会館

温泉定休日

生涯学習推進大会
(総合会館)

20室19強18i 17奇16議15百14室

役場開庁5歳児健康診査 |飼えなくなった犬・
(総合会館) 1描の収集日

手話講習会 |行政相談(中央公民
(総合会館) I館午後 l時-)

l 心配ごと相談(総合
会館午後 1時-)
リハビリ教室

(総合会館)

西条一区・西条二区・清水新居確定申告相談受付(4p参照)

図書館・

プール休館日
母子手帳交付及び
一般健康相談

(総合会館)

ノ〈レンタイン・テ、ー

ー.
t... 

27奇26露25百24室23強22責21奇

役場開庁

UTY rタやけ情報

局」出演

図書館休館日
母子手帳交付及ぴ

一般健康相談
(総合会館)

l歳 6ヶ月兎健康
診査 (総合会館)

二の午

心配ごと相談(総合
会館午後 l時-)
乳児整形外科検診

(総合会館)

手話講習会
(総合会館)

2歳児歯科検診
(総合会館)

図書館・
ブーjレ休館日

総合会館

温泉定休日

西条新田・押越・河東中島・紙漉阿原確定申告相談受付(4p参照)

犬の政レ飼いはやめまレょう

』】

28i 

最近、野犬や犬の放し飼いに よる苦情が多くなってい ます。

そこ玄、町では 2月の 1ヵ月間を「犬の管理指導月間J として広報活動を行う

ほか、離などの捕獲器具及び薬物による野犬の捕獲を行う予定です。

薬物を設置する場所には表示をする予定ですが、犬を散歩させる場合には、あや

役場環境衛生課

みんなのスポーツ

推進大会

(総合会館)

まって犬が放れることがないように十分注意してください。

ダン

ださい。

広報しようわ

※収集日か祝日の場合は収集業務はいたしません

ので次回の収集日をご利用 ください。

※必ず町指定の収集袋を使用してください。

ボール宇宙などでは出さないでください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。荷札は粗大ゴミに使用してください。

※収集日の当日午前8時30分までに出してください。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこな ってく

第3水曜日

押河紙築飯河上上

東漉地 河
河 東

中阿新 一
越島原居喰西東区

毎週月・木曜包

1日・4日.8日・15日・18日
22日.25日

毎月第?水曜臼

⑫ 平成5.2.1

3日・ 17日

第4水曜日

西

条

新

田

毎週火・金曜日

2日・ 5日・ 9日・12日・16日

19日.23日・26日

毎月第2水曜臼

24E3 

清

水

新

居

西

条

二

区

西

条

区

10日・ 24日

ゴ組
ミ大

区

燃
え
る
物

空
力
ン

ガ
ラ
ス

i也


